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自主防災組織の重要性

自主防災組織活性化事業

自主防災力強化事業

自分で守る 自分たちで守る

　大規模災害などが発生した場合、国や県、市の

対応（公助）だけでは限界があります。また、実

効性のある対策を早期にとることが難しい場合も

考えられます。

とともに、

が必要です。この「自助」「共助」の活動を推進

するため、市では自主防災組織の育成や活動に対

する支援をしています。ぜひ活用してください。

　普段から顔を合わせる地域や近隣の人が集

まって「自分たちのまちは自分たちで守る」

という精神に基づき、お互いに協力しながら、

自発的な防災活動に組織的に取り組むこと

「自分の身は自分で守る」

防災資機材購入事業

地域防災訓練支援事業

　自主防災組織が次の防災資機材を購入する際、

経費を補助します。

●対象資機材

ヘルメット、ライト、メガホン、発電機、投光

器、チェーンソー、消火器、担架、救急セット、

テント、コードリール、トランシーバー、携帯

用ラジオ、バケツ、ホース、スコップ、ロープ、

帽子など

●補助額

補助対象経費の３分の２以内で、１つの自主防

災組織につき１０万円が上限

　小学校区を単位として、住民が地域の子どもや

保護者と一緒に行う実践的な防災訓練に要した費

用を補助します。

●補助限度額　５０万円

【問い合わせ先】危機管理課　☎２３−３９４０

防災士育成支援事業

防災訓練事業

防災士資格の取得に必要な経費を補助します。

●防災士とは

減災と防災力向上の活動が期待でき、十分な意

識・知識・技能を有する日本防災士機構が認定

した地域防災活動のリーダー

●補助額　２万円

　自主防災組織が、次の訓練を同時に２種類以上

行った際の経費を補助します。ただし、組織の構

成世帯の約３分の１以上の参加が必要

●対象訓練

図上訓練、情報収集・伝達訓練、初期消火訓練、

救出・救護訓練、避難誘導訓練、炊き出し・給

水訓練、その他防災上必要な訓練

●補助限度額

１００世帯以下の組織＝１万円

２００世帯以下の組織＝２万円

２０１世帯以上の組織＝３万円

▲市防災訓練（平成２４年６月）の様子

［ 自　　助 ］

［ 共　　助 ］
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みんなで障がい者を虐待から

守りましょう

気になったら通報を

こんなことが虐待です

障がい者の虐待に気付いたら、すぐに通報を！！

社会福祉課障がい者福祉係

　　　　　　☎２３−３９６３

　障がい者の権利や尊厳を脅かし、自立や社会参

加を妨げる障がい者への虐待は、

●特定の人や家庭、場所ではなく、どこの家庭

でも起こりうる問題です。

●虐待している人に、虐待している認識がない

場合があります。

●虐待をされている人が虐待だと認識できず、

自分から被害を訴えられない場合があります。

●対象となる障がい者

　身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障

がいを含む）のある人や、そのほかに心身の障が

いや社会的な障壁によって、日常生活や社会生活

が困難で援助が必要な人（１８歳未満の人も対象）

●障がい者虐待とは

　障害者虐待防止法では、虐待を３種類に分けて

います。

❶　養護者による虐待

　　障がい者の生活の世話や金銭の管理などをし

ている家族や親族、同居する人による虐待

❷　障害者福祉施設従事者等による虐待

　　障がい者福祉施設や障がい福祉サービスの事

業所で働いている職員による虐待

❸　使用者による虐待

　　障がい者を雇っている事業主などによる虐待

※通報内容や届け出をした人の情報は守られます。

　通報者が施設や職場の職員による場合、通報を

理由に解雇などをすることは禁じられています。

　虐待かどうか判別しかねる、いわゆる「グレーゾーン」の状態でも、

気がかりなことがあれば迷わず相談しましょう。早めの対応が、事態

の深刻化を防ぐきっかけになります。 

観音寺市障がい者虐待防止センター（社会福祉課内）

　そのため、一人ひとりが障がい者や虐待に対し

て正しい理解と意識を持ち、障がい者の様子の変

化を注意深く観察し、障がい者を孤立させないよ

うにすることが必要です。

　市では、さまざまな虐待に対応するために「観

音寺市障がい者虐待防止センター」を設置してい

ます。

　家族などの養護者や施設の職員、会社の事業主

などに虐待されていると気付いたら、すぐに連絡

してください。障がい者本人や養護者に対する相

談や指導、助言を行います。

２４時間相談受付 ☎２３−３９６３
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平成２５年度の市民税・県民税
税務課市民税係　☎２３−３９２２

●納税通知書の発送

　本年度の市民税・県民税納税通知書は、６月中旬に発送します。第１期納期限（７

月１日）まであまり日数がありませんが、期限内の納付をお願いします。なお、納期

限までに納付が困難な場合は、税務課（☎２３−３９２２）へ相談してください。

●生命保険料控除の改正

　平成２５年度の市民税・県民税から（所得税は平成２４年分から）、生命保険料控除が改

正されます。

　交通整理や選手への給水などにご協力いただけるボラン

ティアスタッフを募集しています。多くの参加をお願いし

ます。詳しくは市ホームページなどでもお知らせします。

　　　　９月８日（日）

　　　　午前９時３０分から午後３時３０分ごろまで

　　　　有明グラウンド会場、大会コース周辺

　　　　４５０人

　　　　６月２４日（月）まで

　　市民スポーツ課（大野原支所２階）

　　☎５４−５７１３　　Ⓕ５４−５７２１

　９月８日（日）、琴弾公園内有明グラウ

ンドを中心に「２０１３日本学生トライア

スロン選手権観音寺大会」が開催されま

す。

　水泳１．５キロメートル、自転車４０キロ

メートル、ランニング１０キロメートルの

３種目を一人の選手が連続で走り切る過

酷なレースです。ことしも、学生トップ

アスリートたちが日本一の座を目指して

熱く戦います。限界まで挑戦する選手に、

たくさんの応援をお願いします。

　また、大会当日は交通規制など皆さん

に大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解

とご協力をお願いします。

注意
○ 平成２３年１２月３１日以前に締結した契約でも、

平成２４年１月１日以後に更新等をした場合は、

更新した月以後、契約全体に対して新制度の

控除が適用されます。
○ 旧制度と新制度両方の契約がある場合、一般

生命保険料控除と個人年金保険料控除は、各

控除ごとに以下のうちで有利なものを選択で

きます。

（１）旧制度の控除額のみ

（２）新制度の控除額のみ

（３）旧制度と新制度それぞれについて適用を受

ける場合の控除額の合計（新制度の所得控除

限度額が適用されます）

②旧制度適用対象契約

　（平成２３年１２月３１日以前に締結した保険契約）

所得控除限度額

所得税 市民税・県民税

全体の所得控除限度額 １００，０００円 ７０，０００円

一般生命保険料控除 ５０，０００円 ３５，０００円

個人年金保険料控除 ５０，０００円 ３５，０００円

①新制度適用対象契約

　（平成２４年１月１日以後に締結した保険契約）

所得控除限度額

所得税 市民税・県民税

全体の所得控除限度額 １２０，０００円 ７０，０００円

一般生命保険料控除 ４０，０００円 ２８，０００円

個人年金保険料控除 ４０，０００円 ２８，０００円

【新設】介護医療保険料控除 ４０，０００円 ２８，０００円

所得控除額の計算方法（新制度）

年間の支払保険料等 所得控除額

所
得
税

～２０，０００円 支払保険料等の全額

２０，００１円～４０，０００円 支払保険料等×１／２
　　　　　　＋１０，０００円

４０，００１円～８０，０００円 支払保険料等×１／４
　　　　　　＋２０，０００円

８０，００１円～　　　　　　 一律４０，０００円

市
民
税
・
県
民
税

～１２，０００円 支払保険料等の全額

１２，００１円～３２，０００円 支払保険料等×１／２
　　　　　　＋６，０００円

３２，００１円～５６，０００円 支払保険料等×１／４
　　　　　　＋１４，０００円

５６，００１円～　　　　　　 一律２８，０００円

大会ボランティア募集

ことしも、感動を再び！

日本学生トライアスロン選手権

日　時

場　所

人　数

受 付

申し込み・問い合わせ先

観音寺大会
  開催！
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銭 形 ま つ り

知っていますか？ 固定資産税に関する届け出
税務課資産税係　☎２３−３９２２

●家屋を新築・増築したとき

　家屋の評価額を算出するため、間取りや仕上げを

確認する家屋調査が必要です。職員が調査に伺いま

すので、連絡してください。

●家屋を取り壊したとき

　「家屋滅失届」を提出してください。取り壊しの翌

年度から課税されなくなります。

○取り壊した家屋の所在する土地が、住宅用地に対

する課税標準の特例を受けている場合は、土地の

税額が上がることがあります。

○登記している家屋は、法務局で滅失登記の手続き

をしてください。

●売買や贈与、相続などで未登記の家屋の所有者が

変更したとき

　「家屋補充台帳登録（未登記家屋）の所有者変更届」

を提出してください。この届け出がないと従前の所

有者に課税されます。（未登記家屋＝法務局に登記さ

れていない家屋）

売買・贈与などの場合

○旧所有者と新所有者の印鑑登録証明書（売買契約

書などの写しを添付する場合は不要）

相続の場合

○新所有者と変更の時期が確認できる書類（遺産分

割協議書など）

○遺産分割協議書などがない場合は、相続人全員の

同意書（実印を押印したもの）と印鑑登録証明書

を提出してください。

●土地・家屋の所有者や納税義務者が死亡したとき

　相続人の代表者は「相続人代表者指定届」を提出

してください。相続登記による名義変更が完了する

までの間、納税通知書などを受け取る相続人の代表

者を指定する必要があります。

●土地の使用状況がかわったとき

　住宅を店舗にするなど、家屋の用途変更に伴い土

地の使用状況が住宅用地から非住宅用地に、または

非住宅用地から住宅用地に変わったときは「住宅用

地異動申告書」を提出してください。土地の税額が

変わる場合があります。

●その他の届け出

○納税管理人申告（承認申請）書

○納税管理人変更（取り消し）申請書

○土地利用状況変更届出書

○被災住宅用地申告書

○非課税申告書

○減免申請書

○住宅耐震改修に伴う固定資産税減額申請書

○バリアフリー改修に伴う固定資産税減額申請書

○省エネ改修に伴う固定資産税減額申請書

など、詳しくは問い合わせてください。

　ことしも、観音寺市の夏を彩る一大イベント「銭

形まつり」が開催されます。まつりを盛り上げるた

め、イベントなどを手伝ってくれるボランティアス

タッフを募集します。市民の皆さんの手で盛り上げ

ましょう。学生も歓迎です。

　第４８回銭形まつり実行委員会事務局

　　　　　　　　　　　　（観音寺商工会議所内）

　☎２５−３０７３

■銭形まつり開催スケジュール

　７月１３日（土）
　　銭形よさこい２０１３

　７月１４日（日）
　　第１７回銭形親子潮干狩り

　　第１７回銭形踊りコンテスト

　　花火

　７月１５日（祝・月）
　　ＴＨＥ　ＺＥＮＩＧＡＴＡ　ＬＩＶＥ＆銭ロック

添付書類

ボランティアスタッフ募集

申し込み・問い合わせ先

第48回
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昭和２２年５月３日／日本国憲法が施行され、
基本的人権の保障が基本原理の一つに掲げ
られる

昭和２３年２月１５日／法務庁内に人権擁護局を
設置

昭和２３年７月１日／人権擁護委員令が公布・
施行され、法務総裁の補助機関として誕生

昭和２４年６月１日／人権擁護委員法が施行さ
れ、機構その他の充実や整備が図られる

地　域 氏　名 連　絡　先

高 屋 町 五味　　勲 ☎２５−１６７９

出 作 町 西山　節子 ☎２５−０８９３

柞 田 町 森脇　豊子 ☎２４−２４１７

観音寺町 三宅　敬子 ☎２５−１４８３

観音寺町 合田　朝子 ☎２５−４２９１

観音寺町 吉田千惠子 ☎２５−５６８１

古 川 町 北村　豊美 ☎２５−７４６０

新 田 町 小山　利幸 ☎２７−６４５０

大野原町 藤岡　　修 ☎５４−４４１７

大野原町 竹内　保壽 ☎５４−２９７６

大野原町 守谷　信雄 ☎５４−３５３３

大野原町 今村　峯子 ☎５４−３２２７

豊 浜 町 川上　裕子 ☎５２−５７３６

豊 浜 町 畑須美子 ☎５２−６６８６

豊 浜 町 石川　昌幸 ☎５２−３２３４

豊 浜 町 阪上　耕造 ☎５２−３２６６

（平成２５年４月１日現在、敬称略・順不同）

　現在の人権擁護委員の主な任務は、人権思想の普及と人権
侵犯事件の調査、人権相談を受けることなどです。相談は、
地域住民が足を運びやすい公民館や市町村などで特設相談所
を開設しています。本市では１６人の委員が法務局や特設相談
所で相談に応じたり、街頭で人権啓発活動等を行ったりして
います。親子や夫婦、ＤＶ、相続、名誉、差別、私的制裁、
いじめ、体罰、セクハラ、パワハラなどの人権問題で困った
ことがあったら、お気軽に人権擁護委員や人権相談所に相談
してください。費用は無料で、秘密は固く守られます。

　「観音寺ホッとメール」は、携帯電話などのメール機能を

利用して、さまざまな情報を配信するサービスです。防災

情報や学校情報、イベントや育児に関することなど、利用

者が希望する項目を選択・登録することで、タイムリーな

情報を受け取ることができます。

○登録は無料ですが、配信の登録や変更、削除、メールの

送受信などにかかるパケット代や通信料は利用者の負担。

○配信したメールに、返信はできません。

○メールアドレスを変更した場合は、再度登録が必要。

○利用者情報は、個人情報保護法などで守られます。

○通信事業者のシステムなどの条件によって、着信が遅れ

る場合があります。

　企画課情報統計係　☎２３−３９１７　Ⓕ２３−３９２０

　　　　　　　　　Ｅメール　kikaku@city.kanonji.lg.jp

①entry@city.kanonji.lg.jpへ

　空メールを送信（ＱＲコー

　ドからもアクセス可能）

②「観音寺市ホッとメール受付」という返信

メールが届く。迷惑メール対策などで受信

拒否設定をしていて返信メールが届かない

人は、「hotmail@city.kanonji.lg.jp」のア

ドレスまたは「city.kanonji.lg.jp」のドメ

インからのメールを受信可能に設定してく

ださい。

③メール本文のＵＲＬに接続して登録画面が

表示されたら「利用規約」を確認後、配信

を希望する情報を選択

④「登録完了｣のメールが届いて登録完了

人権課　☎２３−３９２８

６月１日は人権擁護委員の日
人権擁護委員の歴史

観音寺ホッとメールに登録を！

登録方法

人権擁護委員
●５月３１日（金）午前１０時～午後３時
（６月１日の人権擁護委員の日が土
曜日のため、５月３１日に開催）
　場所：ふれあい文化センター
　　　　大野原いきいきセンター
●６月１１日（火）午前１０時～午後３時
　場所：豊浜福祉会館

特設人権相談

いじめや体罰、虐待など子どもに関す
る相談・情報
☎０１２０−００７−１１０
　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

子どもの人権
１１０番

夫やパートナーからの暴力、職場での
セクシュアル・ハラスメント、ストー
カー行為などに関する相談
☎０５７０−０７０−８１０
　　　　　　　　　　（ナビダイヤル）

女性の人権
ホットライン

問い合わせ先

利用上の注意
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ペ
ー
パ
ー
な
ど
日
用
品
の
箱
、

封
筒
、
は
が
き
、
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
紙
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

再
生
紙
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
に
再

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　雑
誌
な
ど
の
紙
類
は
、
ひ
も

で
十
字
に
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

　ざ
つ
紙
類
は
、
紙
袋
に
入
れ

る
な
ど
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
集
時
に
袋
が
破
れ
た

り
風
で
飛
ん
だ
り
す
る
た
め
、

紙
袋
の
袋
の
口
は
、
縛
る
か
ク

ラ
フ
ト
テ
ー
プ
な
ど
で
と
め
て

く
だ
さ
い
。

　大
野
原
町
の
大
西
さ
ん
は
、

土
壌
改
良
剤
の
ピ
ー
ト
モ
ス
や

く
ん
た
ん
を
入
れ
た
段
ボ
ー
ル

　管
理
を
放
置
し
た
空
き
地
は
、

雑
草
が
生
い
茂
り
、
ご
み
が
散

乱
し
た
り
悪
臭
や
虫
が
発
生
し

て
、
周
辺
住
民
の
迷
惑
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ

バ
コ
の
投
げ
捨
て
で
火
事
に
つ

な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
特

に
雑
草
が
茂
る
季
節
で
す
。
空

き
地
の
所
有
者
は
、
草
刈
り
を

す
る
な
ど
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。（
野
焼
き
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
）

　新
聞
や
雑
誌
・
ざ
つ
紙
類
、

段
ボ
ー
ル
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
紙

類
は
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
分
別
収

集
し
、
資
源
ご
み
と
し
て
再
利

用
す
る
こ
と
で
、
ご
み
処
理
費

を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
２４
年
度
は
紙
類
約
９
４
６

ト
ン
を
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
。
資

源
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
で

焼
却
処
理
費
を
約
２
、
２
７
０

万
円
削
減
で
き
、
約
５
９
０
万

円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
環
境
保
全
に
も
な
り
ま
す
。

紙
類
の
分
別
収
集
に
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
紙
類
が
ま
だ
ま

だ
多
く
混
在
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
家
庭
か
ら
出
る
紙
類
に
は

多
く
の
「
ざ
つ
紙
類
」
が
あ
り

ま
す
。
お
菓
子
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

箱
を
利
用
し
て
、
た
い
肥
を
作

っ
て
い
ま
す
。

　段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
一
日
平
均
５

０
０
ｇ
の
生
ご
み
を
約
３
カ
月

分
投
入
で
き
る
の
で
、
ご
み
の

減
量
化
に
も
つ
な
が
り
、
少
な

い
費
用
で
た
い
肥
作
り
が
可
能

で
す
。
３
カ
月
後
、
同
量
の
土

と
混
ぜ
合
わ
せ
、
１
カ
月
寝
か

せ
て
か
ら
た
い
肥
と
し
て
使
用

し
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
花
や
ト
マ

ト
、
ネ
ギ
な
ど
を
育
て
て
い
る

そ
う
で
す
。

　興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

紙
類
の
分
別
収
集
に

　
　協
力
し
て
く
だ
さ
い

６
月
は
環
境
月
間

家
庭
に
は
た
く
さ
ん
の

　
　
　紙
類
が
あ
り
ま
す

段
ボ
ー
ル
を
利
用
し
て

　
　
　
　
　生
ご
み
ゼ
ロ

紙
類
の
出
し
方

生
活
環
境
課

　☎
２５

−

２
６
９
８

進
め
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル

空
き
地
の
適
正
管
理

ご
み
減
量
化
の

　
　
　取
り
組
み
紹
介

（単位：トン）

（単位：トン）

紙類の年間の収集状況

ごみの収集状況（４月）

種　　類 平成２３年度 平成２４年度

新　　聞 ３４７．９１ ３８５．５３

雑誌・ざつ紙 ３６３．４６ ３４９．３７

段ボール ２２５．２０ ２１１．３４

合　　計 ９３６．５７ ９４６．２４

種　　類 平成２４年 平成２５年 増　減

可燃ごみ １，０３８．１７ １，０４１．６５ ３．４８

新　　聞 ３９．７６ ３８．６７ △ １．０９

雑誌・ざつ紙 ３４．１２ ３４．０３ △ ０．０９

段ボール １９．０５ １６．６８ △ ２．３７
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芸術祭通信
　　 vol.13

商工観光課
☎２３−３９３３

伊吹島観光マップをリニューアル 夏シーズン作品鑑賞パスポート発売中

芸術祭に向けて観音寺港をきれいに！ 

姉妹都市・草津市議会の皆さんが
　　　　　　　　　　伊吹島を視察

夏会期開幕まで
　　あと１カ月！

　芸術祭開催を前に、伊吹島観光マップを新しく

制作しました。外国人客にも手に取ってもらえる

よう、本文の下に英語翻訳を加えています。

　多島美で知られる瀬戸内

海では珍しく、周囲に島が

少なく、燧灘のほぼ中央に

悠々と浮かぶ伊吹島の写真

を表紙に、島の観光名所や

イベント、食の情報を盛り

込んでいます。

　観光マップは市役所や各

支所、ＪＲ観音寺駅前観光

案内所等にあります。

　芸術祭は、各作品や施設ごとに鑑賞料が必要で

す。多くの作品を楽しみたい人は、鑑賞パスポー

トの購入がおすすめ。パスポートを提示すると、

芸術祭の作品と関連施設を、開催期間内に１作品

１回ずつ鑑賞できます。（１枚につき１人のみ有効）

　現在、夏会期の作品鑑賞パスポートの前売り

券を販売しています。（前売り券の販売は７月１９日

（金）まで）

夏会期：７月２０日（土）～９月１日（日）

会　場：伊吹島、高松港周辺、直島、豊島、女木島、

　　　　男木島、小豆島、大島、犬島、宇野港周辺

料　金：一　般前売り４，０００円（当日４，５００円）

　　　　高校生前売り２，５００円（当日３，０００円）

　　　　（中学生以下は無料）

販売窓口：観音寺商工会議所、三豊合同庁舎生協窓

　　　　口、ＪＲ観音寺駅、宮脇書店観音寺店等

○会期中、高松港付近の来場者用駐車場を無料で

　使用できます（１回限り）

○作品ごとに押印されるスタンプを集めると抽選

　で景品をプレゼント

注　意：

　伊吹島のみを鑑賞する

　場合は合計１，２００円

　程度で鑑賞できます。

　来場者に気持ち良くアートを楽しんでもらうた

め、伊吹島への交通手段の起点である観音寺港を

きれいにする清掃活動をします。多くの人の参加

をお願いします。

日　時：６月２９日（土）午前８時から

　　　　（雨天の場合は７月６日（土））

場　所：観音寺港埠
ふ

頭
とう

集合

注　意：汚れてもいい服装で来てください。

　　　　ごみ袋等は用意します。

　滋賀県草津市の市議会議員の皆さんが４月１２日

と１３日に来観、作品に使われる「浮き」作り体験

（写真）や、伊吹島の見学をしました。
238

清掃場所

伊吹漁協観音寺
地方卸売魚市場

伊吹丸乗り場

観音寺港

駐車場・集合場所

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

制
定
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト

　市
で
は
、
中
小
企
業
の
育
成

や
振
興
に
関
し
、
観
音
寺
市
中

小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条

例
（
案
）
に
関
す
る
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　
　
　
　６
月
４
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　７
月
３
日
（
水
）

　条
例
（
案
）
と
公
募
要
領
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
商
工
観
光

課
、
市
役
所
総
合
案
内
所
、
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。

　件
名
と
住
所
、
氏
名
な
ど
必

要
事
項
を
明
記
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ

ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
と

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
を
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見

に
対
し
個
別
の
回
答
は
行
い
ま

せ
ん
。

　
　
　
　
　
　商
工
観
光
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

公
募
期
間

提
出
方
法

掲
載
（
閲
覧
）
場
所

問
い
合
わ
せ
先

提
出
意
見
の
取
り
扱
い

募

集
し
ま
す
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　市
で
も
防
災
訓
練
を

し
て
い
る
が
、
地
域
で

の
防
災
訓
練
、
特
に
緊
急
時
の

訓
練
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
教
え

て
ほ
し
い
。　地

域
で
の
防
災
訓
練

は
、
地
域
の
自
主
防
災

組
織
を
中
心
と
し
た
訓
練
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
の
結
成
時
に
助
成
し
て
い

る
防
災
資
機
材
の
有
効
活
用
や
、

訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し

た
訓
練
、
三
観
広
域
南
消
防
署

の
指
導
を
受
け
て
の
訓
練
な
ど

に
よ
り
、
地
域
で
の
災
害
の
備

え
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
２
ペ
ー
ジ
に
自
主
防
災
組

織
や
防
災
訓
練
へ
の
補
助
に
つ

い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
危
機
管
理
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　危
機
管
理
課

　
　
　
　
　☎

２３
−

３
９
４
０

　統
合
小
学
校
が
開
校

し
た
後
、
観
音
寺
東
小

学
校
の
跡
地
を
有
効
活
用
し
て

ほ
し
い
。

　耐
震
改
修
を
終
え
て

い
る
屋
内
運
動
場
（
体

育
館
）
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

地
域
の
社
会
体
育
施
設
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
等
も
参
考
に
し
な
が

る
課
で
そ
の
内
容
を
再
度
確
認

し
、
応
対
の
不
手
際
を
謝
罪
し

業
務
内
容
等
の
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
事
例
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
課
長
が
当
該
職
員

を
注
意
し
、
指
導
す
る
と
と
も

に
、
全
職
員
に
対
し
て
周
知
を

行
い
、
応
対
マ
ナ
ー
の
改
善
に

努
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
市
民
の
立
場
で
考
え
、

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
誠
実
な

応
対
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　秘
書
課

　☎
２３

−

３
９
１
５

　市
議
会
議
員
の
定
数

は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

定
数
を
削
減
す
る
べ
き
だ
と
思

う
。

　観
音
寺
市
議
会
で
は
、

全
国
の
人
口
６
万
～
７

万
人
の
市
の
議
員
定
数
等
を
参

考
に
協
議
し
、
平
成
２３
年
１２
月

定
例
会
で
、
現
在
の
議
員
定
数

２４
人
を
次
期
改
選
か
ら
２０
人
に

す
る
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　議
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
３

ら
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　教
育
総
務
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
７

　
　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

　窓
口
や
電
話
で
の
職

員
の
応
対
が
悪
い
。
市

民
に
対
し
て
、
も
っ
と
丁
寧
に

対
応
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　職
員
に
は
、
市
民
や

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に

対
し
て
「
親
切
、
丁
寧
、
分
か

り
や
す
い
」
応
対
を
心
掛
け
る

よ
う
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
説
明
不
足
や
言
葉

足
ら
ず
、
ま
た
問
い
合
わ
せ
内

容
の
確
認
不
足
な
ど
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
ご
指

摘
や
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　苦
情
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
業
務
を
担
当
す

　家
の
庭
で
鳥
や
動
物

が
死
ん
で
い
た
ら
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
？

　宅
地
内
等
で
鳥
な
ど

の
動
物
の
死
骸
を
発
見

し
た
場
合
は
、
死
骸
に
直
接
触

れ
ず
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
し
て
、

半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

密
封
し
て
一
般
焼
却
ゴ
ミ
（
可

燃
ゴ
ミ
）
と
し
て
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

　市
・
県
道
な
ど
の
路
上
等
で

動
物
の
死
骸
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

市
道
＝
建
設
課
（
☎
５２

−

１
２

１
０
）、
農
道
＝
農
林
水
産
課

（
☎
５４

−

５
７
０
３
）、
県
道
＝

西
讃
土
木
事
務
所
（
☎
２５

−

１

０
０
２
）、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
同
じ
場
所
で
た
く
さ

ん
の
野
鳥
な
ど
が
死
亡
し
て
い

た
ら
、
農
林
水
産
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　農
林
水
産
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
１

　
　
　
　（
大
野
原
支
所
１
階
）

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q
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は
そ
れ
を
聞
い
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
本
人
よ
り
も
周
囲
の

人
の
方
が
大
事
だ
な
ん
て
ど
う

い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
言
い
か
え
れ
ば
、
本
人
が

自
分
を
変
え
る
よ
り
も
、
周
囲

の
人
の
そ
の
人
を
見
る
目
を
変

え
る
こ
と
の
方
が
む
ず
か
し
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　わ
た
し
は
、
改
め
て
、
わ
た

し
の
周
囲
に
い
る
友
だ
ち
を
ど

ん
な
目
で
見
て
い
る
だ
ろ
う
か

と
自
分
自
身
に
問
い
か
け
て
み

ま
し
た
。
あ
の
子
は
お
と
な
し

い
子
、
あ
の
子
は
勉
強
が
で
き

る
子
、
あ
の
子
は
お
し
ゃ
べ
り

な
子
、
そ
ん
な
ふ
う
に
決
め
つ

け
て
い
る
自
分
が
い
る
こ
と
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

わ
た
し
の
決
め
つ
け
は
正
し
い

の
だ
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
間
違
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
に

も
気
が
付
い
た
の
で
す
。

　少
し
前
ま
で
、
背
が
低
か
っ

た
友
だ
ち
は
、
今
で
は
わ
た
し

の
背
を
追
い
こ
す
ま
で
に
、
背

が
伸
び
て
い
ま
す
。
声
が
小
さ

く
て
授
業
中
も
聞
き
取
り
に
く

か
っ
た
友
だ
ち
は
、
い
つ
の
間

に
か
声
が
大
き
く
な
っ
て
発
表

も
た
く
さ
ん
し
て
い
ま
す
。
プ

ー
ル
が
苦
手
で
プ
ー
ル
の
か
べ

が
立
ち
直
る
の
は
周
囲
の
人
の

理
解
が
大
切
だ
と
言
っ
た
意
味

が
少
し
ず
つ
分
か
る
気
が
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
で
な
く
て
も
い
い
、
た
っ
た

一
人
で
も
、
そ
の
人
を
分
か
っ

て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
そ
の
人

は
立
ち
直
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
も
思
い
ま
し
た
。
自
分
を
分

か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
自

分
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
、
自
分
の
こ
と
を
支
え
て
く

れ
る
人
が
い
る
、
自
分
の
こ
と

を
大
事
に
思
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
、
そ
う
思
え
た
ら
、
人
は

ま
た
立
ち
直
っ
て
自
分
を
変
え

て
い
け
る
よ
う
に
わ
た
し
は
思

い
ま
す
。

　現
実
の
世
の
中
は
、
そ
れ
ほ

ど
甘
く
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
気

持
ち
が
ど
の
人
に
も
あ
る
こ
と
、

立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
を
応
援

す
る
気
持
ち
も
ど
の
人
に
も
あ

る
こ
と
を
わ
た
し
は
信
じ
た
い

で
す
。

　そ
し
て
、
み
ん
な
が
お
互
い

の
気
持
ち
を
思
い
や
り
、
自
分

を
好
き
に
な
っ
て
自
分
の
人
生

に
夢
や
希
望
を
も
っ
て
生
き
て

い
け
た
ら
い
い
の
に
と
思
い
ま

す
。　

　
　
　
　
　（
原
文
ど
お
り
）

　「
非
行
」
と
聞
い
て
わ
た
し
が

思
い
浮
か
べ
た
の
は
、
万
引
き

と
き
つ
煙
で
す
。
な
ぜ
そ
ん
な

こ
と
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　何
か
い
ら
い
ら
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
失

敗
を
た
く
さ
ん
し
た
り
、
思
う

よ
う
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
自
分
の
こ
と
が
き
ら
い
に

な
っ
て
し
ま
い
、
自
分
な
ん
か

ど
う
な
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て

や
け
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　長
い
人
生
の
中
で
、
そ
ん
な

気
持
ち
に
な
る
こ
と
は
誰
に
だ

っ
て
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
が
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
も
な
い
よ
う
な
、
と
て
も
つ

ら
い
思
い
を
し
た
ら
、
も
う
だ

め
だ
と
思
っ
て
悪
い
道
に
走
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　一
度
非
行
に
走
っ
て
し
ま
っ

た
人
は
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
、

立
ち
直
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
は
、
そ
ん
な
こ
と
が
と

て
も
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
人
が
、
立
ち
直
ろ
う

と
が
ん
ば
っ
た
ら
立
ち
直
れ
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

自
分
の
考
え
に
自
信
が
も
て
な

く
て
、
家
族
に
も
そ
の
質
問
を

投
げ
か
け
て
み
ま
し
た
。

　祖
父
も
祖
母
も
父
も
母
も
、

「
人
が
立
ち
直
る
に
は
、
本
人

の
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
気
持
ち

も
大
事
や
け
ど
、
そ
れ
以
上
に

周
り
の
人
の
理
解
が
大
事
や
な

あ
。」
と
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し

を
持
っ
て
歩
い
て
い
た
友
だ
ち

は
、
息
つ
ぎ
も
上
手
に
な
っ
て

ど
ん
ど
ん
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
本
な
ど
あ
ま
り
読

ん
で
い
な
か
っ
た
友
だ
ち
は
、

今
で
は
次
々
と
本
を
手
に
と
っ

て
読
ん
で
い
ま
す
。

　人
は
、
体
も
、
心
も
、
考
え

方
も
、
得
意
な
こ
と
も
苦
手
な

こ
と
も
変
わ
る
ん
だ
と
、
た
っ

た
一
〇
年
の
人
生
で
も
そ
う
感

じ
ま
す
。

　そ
の
時
に
自
分
が
感
じ
て
い

る
思
い
は
、
そ
の
人
の
ほ
ん
の

少
し
の
面
で
あ
っ
て
全
て
で
は

な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
一

面
で
さ
え
刻
々
と
変
わ
り
続
け

て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　非
行
と
よ
ば
れ
る
行
い
を
し

た
子
が
、
立
ち
直
ろ
う
と
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
あ
の

子
は
悪
い
子
だ
と
決
め
つ
け
ず

に
、
そ
の
子
の
が
ん
ば
り
が
分

か
る
人
に
な
り
た
い
と
わ
た
し

は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分

の
周
り
に
い
る
友
だ
ち
を
見
る

と
き
も
、
そ
の
友
だ
ち
の
一
面

だ
け
で
な
く
、
そ
の
友
だ
ち
が

も
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
良
さ

が
分
か
る
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
き
て
、

祖
父
や
祖
母
や
父
や
母
が
、
人

　平
成
２４
年
度
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
萩
原
小
学
校
の
井
上
未
海

さ
ん
（
受
賞
時
５
年
生
）
の
作
文
が
、
法
務
大
臣
賞
を
受
賞
。
井
上

さ
ん
の
素
直
な
気
持
ち
が
書
か
れ
た
文
章
が
多
く
の
人
の
心
に
響
き
、

応
募
総
数
１
０
１
、
６
７
６
点
の
中
か
ら
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
そ
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

井上　未海さん

第
６２
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

全
国
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
法
務
大
臣
賞
を
受
賞

「
人
は
変
わ
れ
る
」

井上　未海さん
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おめでとう
　　　ございます

平成２４年度
　　人権作品優秀賞

柞田小学校６年
大西　桃生さん

豊浜中学校３年（平成２４年度）
櫻井　天賀さん

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
の
人
権

万
人
を
切
り
ま
し
た
。
し
か
し

依
然
と
し
て
高
い
数
値
で
、
年

間
５
千
人
弱
と
い
う
交
通
事
故

の
死
亡
者
と
比
較
す
る
と
、
そ

の
多
さ
に
驚
き
ま
す
。

　社
会
が
つ
く
り
出
し
た
問
題

は
社
会
の
手
で
解
決
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
社
会
保

障
や
社
会
福
祉
の
制
度
を
活
用

し
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち

が
人
間
の
尊
厳
を
取
り
戻
し
、

人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
人

権
の
守
ら
れ
た
社
会
と
い
え
ま

す
。

　公
園
や
地
下
街
、
河
川
敷
で

テ
ン
ト
生
活
を
し
て
い
る
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
た
ち
は
、
全
国
で

９
、
５
７
６
人
、
そ
の
う
ち
大

阪
府
は
２
、
４
１
７
人
、
次
い

で
東
京
都
は
２
、
３
６
８
人 （
平

成
２４
年
厚
生
労
働
省
調
査
） 

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
を
抱
え
故
郷
や
家
族
、

さ
ら
に
は
名
前
ま
で
も
捨
て
て
、

こ
う
し
た
生
活
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
た
ち
を
生
み
出
し

た
の
は
、
日
本
の
社
会
に
大
き

な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
た
の
は
、

そ
の
人
個
人
の
責
任
だ
と
言
う

人
も
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ

う
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
企
業
の

倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
で
、
働
き
た

く
て
も
働
く
場
所
を
奪
わ
れ
た

り
、
病
気
や
け
が
を
理
由
に
解

雇
さ
れ
た
り
し
た
人
に
、
十
分

な
救
い
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
周
囲
の

人
は
、
他
人
事
と
し
て
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
場
合
が
多

く
、
若
者
が
ホ
ー
ム
レ
ス
に
危

害
を
加
え
た
な
ど
の
深
刻
な
事

件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　日
本
の
自
殺
者
は
、
１４
年
連

続
で
年
間
３
万
人
を
超
え
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
よ
う
や
く
３

　こ
の
運
動
が
地
域
に
定
着
し
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
明
る

い
社
会
に
な
る
よ
う
に
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
輪
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

６
月
１１
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら

豊
浜
中
学
校
体
育
館

６
月
２５
日
（
火
）

午
前
９
時
～
正
午

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

７
月
８
日
（
月
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

豊
浜
福
祉
会
館

８
月
２３
日
（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　毎
年
７
月
は
、
法
務
省
主
唱

の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
や
青
少
年
の
改
善
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
安

全
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
の
あ

る
少
年
も
、
地
域
社
会
で
暮
ら

す
一
人
で
あ
り
、
矯
正
施
設
な

ど
で
罪
を
償
い
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
人
も
、
い
ず
れ

は
改
善
更
生
し
て
社
会
に
復
帰

し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

よ
り
良
い
社
会
の
実
現
を
担
う

立
場
に
あ
り
ま
す
。

　更
生
と
社
会
復
帰
を
実
効
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
家
庭

や
学
校
、
職
場
の
全
て
の
人
が

地
域
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

理
解
し
協
力
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　ま
た
、
犯
罪
や
非
行
か
ら
立

ち
直
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
の
意

欲
を
認
め
て
地
域
の
中
に
受
け

入
れ
、
見
守
り
支
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。 社

会
を
明
る
く
す
る
運
動

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

市
内
中
学
校
生
徒
弁
論
大
会

更
生
保
護
相
談
開
設

第６３回
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　中央図書館で子どもたちが真剣な表情で作っている
のは、折り紙のブーメランや小麦粉風船、ティッシュ
箱でびっくり魚釣りなど。子ども読書週間にちなみ、
図書館に親しみを持ってもらおうと工作や折り紙の教
室が開催されました。子どもならではの発想で、個性
あふれるすてきな作品やおもちゃが完成しました。

　瀬戸内国際芸術祭で市を訪れる観光客にまち歩きを
体験してもらうための新コース「漁師町　観音寺を歩
く」。路地裏のほこらの説明を聞いたり地元の人たちが
作った等身大のかかし人形をカメラに収めたり、路地
裏にあるおいしいものを食べ歩いたりと、参加者は約
３時間のまち歩きに大満足の様子。「観音寺をより知る
ことができ、とても楽しかった」と話していました。

　市のシンボルで、多くの人が訪れる「寛永通宝」の
春の砂ざらえがありました。今回は太くなった「寛」
の文字を細く修復する作業が中心で、瀬戸内国際芸術
祭のアーティスト豊福亮さんと石井大五さんも作業に
参加。多くのボランティアの皆さんの協力で、文字が
きれいに整いました。ありがとうございました。

個性がキラリ　工作教室

新コースのまち歩きに大満足

みんなで協力して、きれいに修復

28
4

20
4

29
4

　「西讃ふくろうセンターまつり新緑２０１３」が開催さ
れ、講演会やボランティアの手話コーラス、手話カフ
ェ、各種団体のバザーなど盛りだくさんの内容で、市
内外から多くの来場があり、普段接することがない人
と手話等による交流を深めました。開設７年目の西讃
ふくろうセンターは、聴覚障がい者の憩いの場になっ
ています。

　今年度から観音寺学校給食センターの調理等業務を
委託している株式会社東洋食品と本市の間で「非常災
害時の炊き出しに関する協定書」の調印式が行われま
した。荻久保専務取締役は「東日本大震災時、炊き出
しを行った経験を生かして有事の際には力を発揮しま
す」とあいさつ。白川市長は「心から感謝します」と
お礼を述べました。

温かい交流に大勢の人が参加

災害時の炊き出しに関する協定を結ぶ

294

23
4
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　豊浜駅前広場でつつじ祭りがあり、駅構内のピンク
や赤のツツジをカメラに収めようと家族連れなど大勢
の人たちが訪れました。約２００本のツツジは、地元の
須賀自治会が下草刈りや除草をして大切に育てていま
す。広場ではもちつき大会もあり、つきたての餅や野
菜などを買い求める人たちでにぎわいました。

ことしもきれいに咲きました

　約９０人が参加し、観音寺市役所から琴平町高
たか

燈
とう

籠
ろう

を
目指して、約２２キロメートルを歩いた市民健脚（こん
ぴら健脚）大会。天候にも恵まれ、大きく手を振って
歩くと汗ばむほどでした。河川敷や山あいののどかな
風景の中を歩き、達成感と気持ちの良い疲労感に包ま
れているようでした。

２２キロの道のりを一歩ずつ

　水産振興対策事業の稚魚放流が有明浜ふれあい海岸
でありました。放流したのは、２月中旬に生まれた体
長６センチのヒラメの稚魚、約１，０００尾。横一列に並
んだ豊田幼稚園と一ノ谷幼稚園の５歳児２６人は「がん
ばれ」「早く大きくなあれ」などと声をかけながら、
やさしく稚魚を放流していました。２年後には３０セン
チ以上に成長し、市場へ出されるそうです。

　中田井町の白川忠夫さんが百歳の誕生日を迎え、白
川市長が訪問して顕彰しました。白いちゃんちゃんこ
がよく似合っていて、しっかりとした口調でたくさん
の話をしてくれた白川さん。普段は新聞をよく読み、
散歩や家庭菜園も楽しんでいます。いつまでもお元気
でお過ごしください。

　保健センターで人気の講座「もぐもぐレッスン」が
あり、離乳食開始前の親子２０組が参加しました。離乳
食の進め方や味付け、こつなどを学びながら、初期・
中期・後期の離乳食を試食。「実際に、やわらかさの違
いや薄味の加減などが体験できて良かった」などの声
が聞かれ、参加者同士の交流も深まったようでした。

ゆとりを持って楽しく始める離乳食

ご長寿おめでとうございます

　７月２０日から始まる瀬戸内国際芸術祭の夏会期に向
け、駅通り商店街やはれはれ通りに伊吹島をデザイン
したペナントが取り付けられました。とても優しい絵
や色合いで来場者を歓迎し、駅から観音寺港までの誘
導にもなります。店舗の軒先や街路灯の下でなびくか
わいいペナント、あなたも探してみてください♪

お魚さん、早く大きくなってね

5
9

5
5

5
8

4
29

5
9

5
13 夏会期開幕まで、あともう少し
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高 橋 昊
こう

子
こ

ちゃん

父 一郎さん　　母 真奈美さん
（大野原町中姫）

 

 

岡 﨑 蘭
らん

ちゃん

父 貴照さん　   　母 真代さん
（室本町）

久保田彩
あや

心
ね

ちゃん
父 剛史さん　 　母 実穂さん

（柞田町）

中 川 煌
こ

生
う

ちゃん

父 和俊さん　   　母 知子さん
（柞田町）

安 藤 羽
は

琉
る

ちゃん

父 裕司さん  　　母 弘枝さん
（八幡町）

満１歳の子どもを募集
　６月３日から６月28日まで ９月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２4 年６月生まれ

 
 

櫛 野 ひ なちゃん

父 悠介さん　　母 由紀美さん
（観音寺町）

ひ
と
の
つ
な
が
り
で
子
ど
も
を
育
て
る

～
携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
つ
な
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
～

　今
や
若
者
だ
け
で
な
く
、
大

人
も
持
っ
て
い
る
の
が
当
た
り

前
で
、
手
元
に
な
い
と
不
安
に

さ
え
な
る
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）。
塾
や
留

守
時
の
連
絡
用
に
と
、
小
さ
い

子
ど
も
た
ち
ま
で
使
っ
て
い
ま

す
。
す
ぐ
に
連
絡
が
取
り
合
え
、

居
場
所
も
分
か
る
大
変
便
利
な

も
の
で
す
。
反
面
、
特
に
ス
マ

ホ
は
携
帯
電
話
以
上
に
ト
ラ
ブ

ル
や
被
害
、
混
乱
が
起
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
目

に
見
え
な
い
関
係
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　ア
プ
リ
の
悪
用
や
個
人
情
報

の
流
出
、
出
会
い
系
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
利
用
、
依
存

症
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
「
持

た
せ
て
い
る
大
人
が
ス
マ
ホ
を

知
ら
な
い
」
こ
と
が
大
き
な
原

因
の
ひ
と
つ
で
す
。
子
ど
も
を

信
じ
て
任
せ
る
前
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
（
警
察
や
県
教
委
、
県

関
係
機
関
、
育
成
セ
ン
タ
ー
で

配
布
）
や
講
座
な
ど
で
携
帯
電

話
や
ス
マ
ホ
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
知
り
、
子
ど
も
と
し
っ
か

り
話
し
合
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
し
た
り
、
使
用
ル
ー
ル

を
決
め
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　人
と
人
が
物
を
通
し
て
つ
な

が
る
の
で
は
な
く
、
あ
い
さ
つ

に
始
ま
る
顔
が
見
え
る
と
こ
ろ

で
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。　青

少
年
育
成
観
音
寺
市
民
会

議
で
は
、
本
年
度
は
「
ひ
と
の

つ
な
が
り
で
子
ど
も
を
育
て
る
」

こ
と
に
目
を
向
け
て
実
践
啓
発

を
行
い
ま
す
。（
青
少
年
育
成
観

音
寺
市
民
会
議
＝
学
校
や
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
関
係
す
る
多

く
の
団
体
で
構
成
さ
れ
、
連
携

や
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
実
践

活
動
を
通
し
て
地
域
全
体
で
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援

す
る
育
成
組
織
）

　ネ
ッ
ト
被
害
や
子
ど
も
の
問

題
行
動
、
子
育
て
な
ど
の
悩
み

が
あ
れ
ば
、
や
ま
び
こ
テ
レ
ホ

ン
（
☎
２３

−

０
９
０
０
）
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー 

☎
２５

−

４
２
５
１
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愛♡３世代ふれあい体操

ぜひ家族そろって来てください。（年齢制限なし）

６月２日（日）午前９時～午前１１時３０分

柞田小学校体育館（昨年までと異なります）

歯の検診、フッ素塗布（６歳以下）、歯の相談、は

みがき指導など

保健センター　☎２３−３９６４

ことばの
相談

なかなかことばが出ない、言葉の数が増え
ない、発音が気になるなどの相談に言語聴
覚士が応じます

幼児相談
発達全般の相談に、西部こども相談センタ
ーの児童心理司が応じます

こども生活
相談

子どもとの関わり方や子ども同士の遊ばせ
方など育児全般の悩みに、臨床心理士が相
談に応じます

　愛育会のお友達と観音寺市自治会連合会、観音寺

市老人会のおじいちゃん、おばあちゃんを対象に３

世代ふれあい体操を行います。みんなで楽しく体を

動かしましょう。

６月３０日（日）午前１０時～午前１１時

共同福祉施設　２階軽運動室

体育館シューズ

観音寺市愛育会（保健センター内）☎２３−３９６４

●食べて治して、ハッピーライフ

６月１４日（金）午後２時～午後３時

胃炎・胃潰瘍・逆流性食道炎／食品の管理と衛生

６月２８日（金）午前１０時～正午

調理実習＝香川の郷土料理　　６００円

●腎臓病教室

６月２０日（木）午前１０時３０分～正午

調理実習＝夏メニュー　　６００円

●夜間糖尿病教室

６月１３日（木）午後６時～午後７時

合併症　網膜症／血糖　上げやすい食べ物は？

●男性の調理実習

６月５日（水）午前１０時～午後零時３０分

６００円

各教室とも予約が必要

　　三豊総合病院企業団健康管理センター

　　　　　　　　　　　　　　　☎５２−２７２６

健康
だより

歯と口の健康週間まつり

一人で悩まず相談してください

愛育会に参加しませんか

病児・病後児保育事業

●育児相談

　育児や発育・発達、母乳や離乳食、お母さん自身の

相談などに保健師や助産師、栄養士が応じます。

　午前９時３０分～午前１１時

　・保健センター＝毎月

　・大野原いきいきセンター＝奇数月

　・豊浜ふれあい会館＝偶数月

（毎月の相談日は広報最終ページの保健カレンダーで

確認してください）

●電話相談・栄養相談

　上記の相談日以外にも、電話で相談ができます。

保健センター　☎２３−３９６４

●専門スタッフ相談（個別相談・要予約）

　愛育会は、地域や家族の健康づくりや、地域をより

良くするために活動し、赤ちゃんから就学前の子ども

が親子で楽しめる行事を行っています。親同士でいろ

いろな話ができ、育児の悩み相談や、地域の情報が得

られます。また、妊産婦や乳児がいる家庭への声かけ

などもしています。随時、会員を募集しています。

保健センター　☎２３−３９６４

　６月から、病気の子どもや回復途中

の子どもを保育・看護する「病児・病

後児保育事業」が始まります。

午前８時３０分～午後５時３０分

（土・日曜日、祝日を除く）

三豊総合病院中央棟３階　病児・病

後児保育室「わたっ子保育園」

生後６カ月～小学３年生

３人程度

詳しくは病院のホームページを確認

わたっ子保育園（三豊総合病院企業団病児・病後

児保育室）☎５２−６６２０

市子育て支援課　☎２３−３９６２

４時間まで ４時間以上

市内居住者 １，０００円 ２，０００円

上記以外 １，５００円 ３，０００円

食事代（おやつ代を含む） ５００円

（１人あたり）

保健センター　☎２３−３９６４

日時 場所 内容 対象

受付期間料金料

料

料

料

料

持参物持

持

問合先申込先 注意注

注 注

主催主

三豊総合病院健康教室

募集人数
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　市
内
に
住
所
が
あ
り
、
１
カ

月
の
う
ち
１５
日
以
上
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
に
月
額
５
千
円

を
支
給
し
ま
す
。

　支
給
は
年
度
末
で
す
が
、
適

正
な
事
務
を
行
う
た
め
、
該
当

す
る
人
は
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
要
介
護
４
・
要
介
護
５

の
人
を
介
護
し
て
い
る
人

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

／
大
野
原
支
所
／
豊
浜
支
所

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

●

児
童
扶
養
手
当

次
の
要
件
な
ど
に
該
当
す
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母

な
ど

○

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
（
一
人
親
家
庭
）

○

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児

童
（
一
人
親
家
庭
）

○

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が

い
の
状
態
に
あ
る
児
童

（
平
成
２４
年
８
月
か
ら
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ⅴ
）
で

「
裁
判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」

を
受
け
た
父
母
を
持
つ
児
童

が
対
象
に
加
わ
り
ま
し
た
）

児
童
が
１８
歳
の
誕
生
日
以
後

最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
（
心

身
に
中
程
度
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
児
童
は
、
２０
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で
）

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
、

ま
た
は
児
童
が
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
、
事
実
婚
が

あ
る
な
ど
、
手
当
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
以

上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
を

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
人

児
童
が
２０
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
手

当
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　平
成
２４
年
度
の
公
文
書
公
開

請
求
件
数
は
６
件
で
、
全
部
公

開
が
５
件
、
一
部
公
開
が
１
件

で
し
た
。
な
お
、
不
服
申
し
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　ま
た
、
平
成
２５
年
度
か
ら
は

観
音
寺
市
情
報
公
開
条
例
と
改

め
、
開
示
手
数
料
を
無
料
に
す

る
な
ど
、
情
報
公
開
制
度
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　総
務
課
文
書
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

ね
た
き
り
者
在
宅
介
護
手
当

　
　
　
　
　
を
支
給
し
ま
す

平
成
２４
年
度

公
文
書
公
開
の
実
施
状
況

申
請
が
必
要
で
す

児
童
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

お
知
ら
せ

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
⑬

～
ま
ち
を
創
造
す
る
仕
組
み
～

企
画
課

　☎
２３
ー
３
９
１
７

　ま
ち
づ
く
り
に
は
市
民
の
主

体
的
な
参
加
が
不
可
欠
で
す
が
、

地
方
自
治
法
で
は
こ
の
市
民
参

加
権
を
明
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
権
利
を
自
治
基
本

条
例
で
規
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
参
加
権

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
他
市

の
条
例
を
参
考
に
、
条
文
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⑥
参
加
の
権
利
（
№
１
）

　参
加
の
権
利
は
、
自
治
基
本

条
例
で
の
中
核
的
な
権
利
の
１

つ
で
す
。

　参
加
と
は
「
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
権
利
」
と
表
現
す
る

の
が
一
般
的
で
す
が
、
中
に
は

「
政
策
の
形
成
や
執
行
、
評
価
、

政
策
の
形
成
へ
の
反
映
の
過
程

に
参
加
す
る
権
利
」
と
詳
し
く

記
述
し
て
い
る
条
例
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
現
在
は
、
行
政
か
ら

市
民
の
参
加
権
を
認
め
る
と
い

う
書
き
方
で
は
な
く
「
市
民
の

権
利
」
と
し
て
規
定
す
る
の
が

主
流
で
す
。

（
市
民
の
権
利
）

第
○
条

　市
民
は
、
執
行
機
関

が
行
う
政
策
の
形
成
、
執
行
、

評
価
及
び
政
策
の
形
成
へ
の
反

映
の
過
程
に
参
加
す
る
権
利
を

有
す
る
。

　参
加
権
を
持
っ
て
い
る
の
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
こ
の
市

民
と
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
だ
け
で
な
く
、
市
内
で
学

び
、
働
く
人
、
さ
ら
に
は
地
域

活
動
団
体
や
非
営
利
活
動
団
体

の
参
加
権
を
認
め
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　次
回
も
引
き
続
き
「
⑥
参
加

の
権
利
№
２
」
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

受
給
期
間

受
給
期
間
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

公
務
員
は
、
勤
務
先
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　現
況
届
の
手
続
き
が
必
要
な

人
に
は
、
６
月
上
旬
に
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。
左
表
の
日
程
を

確
認
し
て
、
６
月
末
ま
で
に
「
児

童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
毎
年
６
月
１
日
現

在
の
状
況
を
把
握
し
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件

を
確
認
し
ま
す
。

受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証

の
写
し
、
印
鑑

　「
子
ど
も
手
当
」
は
平
成
２４
年

４
月
か
ら
「
児
童
手
当
」
に
変

わ
り
ま
し
た
。
児
童
手
当
は
、

次
代
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
、
中
学
校
修
了

ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
親
な

ど
に
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。
支
給
金
額
は
年
齢
や
生
ま

れ
順
、
受
給
者
の
所
得
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
現
況
届
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

持

　　現況届受付日程表（受付時間：午前９時～午後４時）

受付日 対象地区 受付場所

６月１７日（月）
　　１８日（火）

観音寺町、茂木町、茂西町、有明町、
八幡町、天神町、坂本町、幸町、栄
町、昭和町、南町、西本町、港町、
三本松町、琴浪町、瀬戸町

子育て支援課
（社会福祉センター
１階ロビー）
☎２３−３９６２

　　１９日（水）高屋町、室本町

　　２０日（木）流岡町、村黒町、植田町、出作町

　　２１日（金）
　　２４日（月）
　　２５日（火）

柞田町

　　２６日（水）木之郷町、粟井町

　　２７日（木）新田町、原町、池之尻町

　　２８日（金）中田井町、本大町、古川町、吉岡町

６月２８日（金）伊吹町
伊吹支所
☎２９−２１１１

６月１８日（火）五郷、上之段

大野原支所
☎５４−５７００

　　１９日（水）萩原、下組

　　２０日（木）花稲、小山

　　２１日（金）紀伊、中姫

６月１８日（火）姫浜

豊浜支所
☎５２−１２００

　　１９日（水）和田浜

　　２０日（木）和田

　　２１日（金）箕浦

２７日（木）、２８日（金）
午前９時～午後７時

上記の日程に来られない人

子育て支援課
（社会福祉センター
１階ロビー）
☎２３−３９６２

２３日（日）、３０日（日）
午前９時～午後４時

○ 都合がつかない人は対象地区以外の日でも受け付けます。

教 育 支 援 教 室 を知っていますか

♪こんなことをしています♪

　不登校傾向の小・中学生が学校復帰を目指して

通う教室です。子どもたちはゆったりとした環境

の中でのびのびと活動し、不安定な状態から、元

気になって学校に復帰している子どももたくさん

います。見学や体験入級もできます。気軽に相談

してください。

・自主活動（学習、読書、ゲーム、散策など）
・軽スポーツ
・体験活動（遠足、調理、菜園作り、制作活動など）
・専門の先生のカウンセリング（保護者も可）

場所・問い合わせ先
教育センター（旧五郷小学校）
大野原町井関
☎５４−２８０３

○費用はかかりませんが、弁当が必要

○バス（無料）での通級も可能
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　長
期
休
暇
中
に
、
発
達
の
遅

れ
や
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
と

そ
の
兄
弟
姉
妹
を
一
時
的
に
預

か
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

８
月
１９
日
（
月
）
～
３０
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

豊
浜
福
祉
会
館
２
階
児
童
館

観
音
寺
市
・
三
豊
市
内
の
５

歳
児
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
障
が
い
児

１
日
１０
人
ま
で

１
人
５
０
０
円
（
１
日
）

昼
食
、
水
筒
は
持
参

６
月
３
日
（
月
）
か
ら

　社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福

祉
係

　
　☎

２３

−

３
９
６
３

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−
３
９
２
４

　収
入
の
減
少
や
失
業
等
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
難
し
い
と
き
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
役

所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

所
得
審
査
が
必
要
で
す
。
所
得

が
な
い
場
合
で
も
必
ず
税
務
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●

手
続
き
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
に
す
べ
て
含
ま
れ
ま
す
。

②
承
認
を
受
け
た
期
間
中
に
障

が
い
や
死
亡
の
事
態
が
発
生

し
た
と
き
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

申
請
免
除

本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
の

す
べ
て
の
所
得
が
一
定
額
以

下
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

全
額
免
除
、
一
部
免
除
（
４

分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
）

●

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
で
な
い
３０
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
や
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
（
所

得
の
高
い
世
帯
主
と
同
居
し

て
い
る
た
め
、
申
請
免
除
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
人
）

　
　
　全
額
を
猶
予

●

承
認
期
間

　７
月
か
ら
翌
年
６
月
（
１
月

か
ら
６
月
の
間
に
申
請
し
た
場

合
は
、
そ
の
年
の
６
月
）
ま
で

保
険
料
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
（
一
部
免
除
を
除
く
）
の

承
認
を
受
け
た
人
が
、
翌
年

度
以
降
も
申
請
を
希
望
す
る

場
合
は
、
申
請
者
記
入
欄
の

「
は
い
」
に
○
を
付
け
て
申
請

す
る
と
、
継
続
し
て
申
請
が

あ
っ
た
も
の
と
し
て
審
査
し

ま
す
。

●

承
認
期
間
の
年
金
額

１０
年
以
内
な
ら
追
納
可
能

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
１

サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ィ

（
長
期
休
暇
中
預
か
り
事
業
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
の
「
免
除
制
度
」

お
知
ら
せ

料

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
週
間　
６
月
23
日
～
29
日

　６
月
２３
日
か
ら
２９
日
ま
で
の

１
週
間
は
、
男
女
共
同
参
画
週

間
で
す
。
期
間
中
、
毎
年
全
国

各
地
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
の
目
的
や
基
本
理
念
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
を

図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
や
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　内

閣
府
で
は
、
女
性
が
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と

で
、
日
本
が
元
気
に
な
る
こ
と

が
伝
わ
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
募
集
し
、
応
募
総
数

３
千
点
余
り
の
中
か
ら
「
紅
一

点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
。」
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　現
在
、
女
性
の
社
会
進
出
は

進
ん
で
い
ま
す
が
、
各
分
野
で

の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
の
場

へ
の
女
性
の
参
画
は
、
ま
だ
ま

だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　本
市
で
も
、
女
性
が
能
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
の
整
備
や
能

力
開
発
の
支
援
を
し
、
事
業
者

や
地
域
団
体
等
に
、
女
性
の
参

画
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
啓
発
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
府

や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
も
必

要
で
す
。「
男
女
が
と
も
に
認
め

合
い
、と
も
に
支
え
合
う
ま
ち
」

と
、
誰
も
が
思
え
る
よ
う
に
男

女
共
同
参
画
の
輪
を
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

保
険
料

保
険
料

免除の種類 計算方法

全額免除
全額納付した場合の
　　　　　２分の１

４分の３免除
全額納付した場合の
　　　　　８分の５

半額免除
全額納付した場合の
　　　　　８分の６

４分の１免除
全額納付した場合の
　　　　　８分の７

若年者納付
　　猶予制度

年金額への反映なし
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

況
届
の
提
出
は
、
市
か
ら
送
付

す
る
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　取
引
や
証
明
で
は
か
り
を
使

う
人
は
、
２
年
ご
と
の
定
期
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

事
故
証
明
書
の
写
し
な
ど
（
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

健
康
増
進
課
、
各
支
所

健
康
増
進
課
（
国
保
・
後
期
）

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局
（
後
期
）

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

　現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金

を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど

う
か
を
、
毎
年
１
回
受
給
権
者

か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
確
認
す

る
も
の
で
す
。
現
在
、
農
業
者

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

農
業
者
年
金
基
金
か
ら
送
付
さ

れ
る
現
況
届
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
６
月
２８
日
（
金
）
ま
で
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　未
提
出
の
場
合
に
は
、
年
金

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　（
大
野
原
支
所
１
階
）

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
６

　豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

●

観
音
寺
地
区
の
皆
さ
ん
へ

　新
庁
舎
完
成
ま
で
の
間
、
農

業
委
員
会
事
務
局
は
、
大
野
原

支
所
内
で
業
務
を
し
ま
す
。
現

　国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
が
、

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
不
法

行
為
に
よ
っ
て
け
が
や
病
気
を

し
た
場
合
に
、
被
保
険
者
の
届

け
出
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
届
け
出
後
、
各
医

療
保
険
が
一
時
的
に
医
療
費
を

立
て
替
え
、
後
で
加
害
者
に
請

求
し
ま
す
。

　事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
（
傷
病
届
等
関
係

書
類
の
提
出
）
は
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
加
害
者
か
ら
治
療

費
を
受
け
取
っ
た
り
示
談
を

済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
立
て

替
え
た
医
療
費
を
加
害
者
に

請
求
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
交
通

は
か
り
の
定
期
検
査

６
月
は
農
業
者
年
金

　
　
現
況
届
の
提
出
月

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

　
国
民
健
康
保
険

　
後
期
高
齢
者
医
療

提
出
先

食育コーナー

　現在日本人の８０歳では、自分の歯が平均７本しか残っ

ていないそうです。かつては大人に発症していた歯肉炎

が、最近では子どもたちの間にも多く見られるようにな

りました。丈夫な歯をつくるためにも、日ごろからしっ

かりかむ習慣をつけさせておくことが大切です。

　今月号では、歯ごたえがあって、子どもたちにも人気

の２品を紹介します。

★米粉パン★牛乳★豆とソ
ーセージのトマト煮★ヒジ
キのマリネ★アーモンドじ
ゃこ★ミニトマト

★ソフトフランスパン★牛
乳★ビーフシチュー★ジャ
ガイモのバター焼き★グリ
ーンサラダ★ココア豆

６月４日は虫歯予防デー
　　よくかんで、歯やあごを鍛えましょう

❶ヒジキは洗っておく。ほかの材料は、太さをそろえて千切りにする。
❷湯をわかし、ヒジキ、ニンジン、キュウリの順に入れてゆでた後、

さっと水を通し水切りをする。
❸②にハムとチーズを加え、最後に調味料であえてでき上がり。

ヒジキのマリネ

学校給食課　☎５７−６６６０

献立（観音寺学校給食センター）

乾燥芽ヒジキ…１５ｇ、ニンジン…１／３本（３０ｇ）、キュウリ…１本（１００ｇ）、
ハム…２～３枚、チーズ…３０ｇ、調味料（油…大さじ１／２ 、濃口しょ
うゆ…大さじ１、酢…大さじ１、砂糖…小さじ１、塩・こしょう…少々）

（４人分）材　料

作り方

❶ 大豆は、さっと洗って水分をとり、フラ
イパンで転がしながら１０分ほどいる。

❷	鍋に砂糖と水を合わせて煮立て、一煮立
ちしたら①の大豆を加えて、フライパン
の中でしばらくからませる。（白くなっ
てくる前に取り出す）

❸ 別の皿に取り出し、ココアをまぶしてで
き上がり。

ココア豆
乾燥大豆…５０ｇ、三温糖…大さじ１と１／２、
水…大さじ１弱、純ココア…小さじ１

（４人分）材　料

作り方

日　　時 場　　所

６月１０日（月）～１２日（水） 午前１０時～午後３時 豊浜支所

　　１３日（木） 午前１０時～午後３時
大野原中央集会場

　　１７日（月） 午前１０時～午後３時

　　１８日（火）～２０日（木）、

　　２４日（月）～２７日（木）
午前１０時～午後３時

ＪＡ香川県三豊

地区営農センター
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

６
月
１４
日
（
金
）
～
２７
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
月
曜
日
休
館
）

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
２
階

図
書
室

学
校
教
育
課
指
導
係

　
　
　
　☎

５４

−
５
７
１
０

　
　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

女
子
の
部

（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手

４
人
）

１
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
未
満

２
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
以
上

男
女
混
合
の
部

（
男
性
２
人
以
内
）

６
月
３０
日
（
日
）

午
前
８
時
１０
分
か
ら
受
け
付
け

市
立
総
合
体
育
館

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
人

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含
む
）

６
月
１８
日
（
火
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）
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○

一
般
事
務
（
上
級
）
＝
５
人

○

一
般
事
務
（
身
体
障
が
い
者

対
象
）
＝
１
人

○

一
般
事
務
（
埋
蔵
文
化
財
調

査
担
当
）
＝
１
人

○

保
健
師
＝
１
人

○

管
理
栄
養
士
＝
１
人

　
　
　
　
　７
月
２８
日
（
日
）

６
月
３
日
（
月
）
～
１４
日
（
金
）

郵
送
は
当
日
消
印
有
効

秘
書
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送

試
験
案
内
と
試
験
申
込
書
は
、

総
合
案
内
所
（
本
庁
１
階
）

と
秘
書
課
（
本
庁
３
階
）
、

各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
。（
電
話
や
電
子

メ
ー
ル
で
の
請
求
は
不
可
）

秘
書
課
人
事
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
５

　観
音
寺
市
消
費
者
友
の
会
で

は
、
自
主
性
を
も
っ
て
行
動
す

る
消
費
者
に
な
る
た
め
、
月
一

回
程
度
、
消
費
者
講
座
を
開
催

し
勉
強
や
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
在
住
し
、
消
費
者
問

題
に
関
心
が
あ
る
人

年
会
費
５
０
０
円

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

６
月
１５
日
（
土
）

　午
後
２
時
～
午
後
５
時

６
月
１６
日
（
日
）

　午
前
９
時
～
午
後
３
時

粟
井
神
社
境
内

約
３
千
株
の
色
と
り
ど
り
の

あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇
る
境
内

で
、
バ
ザ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り
実
行
委

員
会
（
粟
井
公
民
館
内
）

　
　
　
　☎

２７

−

６
２
０
９

　学
校
教
育
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
小
・
中
・
高
等

学
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

第
２７
回

　
粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り

消
費
者
友
の
会
会
員

教
科
書
展
示
会

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

料

料

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
　集

第
一
次
試
験

守っていますか？	

全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用

くらしのワンポイントアドバイス

リコール対象商品の確認を！
～身の回りに
　リコール対象商品はありませんか？～

　製品の安全性に問題がある場合、メーカーは

無償で修理や回収などを行うリコールをします。

しかし、消費者がリコール対象製品だと知らず

に使い続け、命に関わる重大な事故も起きてい

ます。

　リコールは被害の拡大を防ぐために行われる

もので、事業者のホームぺージや新聞、社告な

どで公表されます。消費者庁のホームページ

「リコール情報サイト」でも情報提供を行って

います。

　事故を防ぐために、身の回りにある製品をも

う一度確認してください。

　西讃県民センター　☎２５−５１３５

　商工観光課商工係　☎２３−３９３３

　　　　　市民課市民生活係　☎２３−３９２４

　近所に車で買い物に出かけるときなど「ちょっ

とそこまで」という時も、必ずシートベルトを着

用して運転しましょう。

シートベルトは
あなたや家族を守る命綱です
○すべての座席で必ずシートベ

　ルトを着用しましょう。

○チャイルドシートを外し、シ

　ートベルトを使用できるのは

　身長１３５～１４０㎝以上で

　す。大切な子どもの命を守る

　ため、年齢ではなく体型で判

　断しましょう。

チャイルドシート

着用推進シンボル

マーク

「カチャピョン」

市内の交通事故

（　）内は昨年

１／１～４／３０

発生件数 　１４９件（１６８件）

死者数 　　　１人（　　２人）

負傷者数 　１６４人（２１０人）
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

６
月
１６
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
け
付
け

豊
田
小
学
校
体
育
館

キ
ン
ボ
ー
ル

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

５０
人

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど

無
料

６
月
７
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

７
月
２
日
～
８
月
６
日
の
毎

週
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

午
後
７
時
３０
分
～
午
後
９
時

３０
分

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
砂
入
り
人
工
芝
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
）

６０
人

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４
−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

６
月
３０
日
～
７
月
２８
日
の
毎

週
日
曜
日
（
全
５
回
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

観
音
寺
東
小
学
校
プ
ー
ル

５
歳
以
上
で
保
護
者
が
付
き

添
え
る
人

親
子
３０
組
（
先
着
順
）

１
、
０
０
０
円
／
人

６
月
２１
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

６
月
２
日
（
日
）

紀
伊
小
学
校
、
豊
浜
中
学
校

６
月
９
日
（
日
）

観
音
寺
中
学
校
、
中
部
中
学
校

６
月
２３
日
（
日
）

大
野
原
中
学
校

参
加
者
募
集

　
ち
び
っ
こ
水
泳
教
室

資
源
回
収
予
定
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参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集　
テ
ニ
ス
教
室

図書館だよりLibrary News

平成24年度に最も多く
予約された本のベスト３を発表！

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

休館日　　3・10・17・24日

★おはなし会
★古典文学講座

８日（土）　　10：30～11：30
15日（土）　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★リサイクル図書の配布
★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　阿川佐和子　著「聞く力」（文藝春秋）

１日（土）　13：30～14：10
22日（土）　10：30～11：10
４日（火）～９日（日）
11日（火）　11：00～11：30
21日（金）　13：30～

中央図書館

豊浜図書館
８日（土）　13：30～14：30

15日（土）　13：30～14：00

★工作教室
　かんたんステンドグラスをつくろう！
★おはなし会
　紙芝居「こてんぐちゃん」ほか

新美南吉 生誕百年 特集

年間予約ベスト３

おすすめ本

「ごんぎつね」や「手ぶくろを買いに」
などで知られる児童文学者、新美南
吉。29 歳の若さで亡くなりましたが、
作品は今もなお、多くの人の心に残
り愛され続けています。

一般書
１位「ナミヤ雑貨店の奇蹟」
　　　東野圭吾　　　　　74回
２位「虚像の道化師」
　　　東野圭吾　　　　　48回
２位「ソロモンの偽証　第２部」
　　　宮部みゆき　　　　48回

児童書
１位「こびとづかん」
　　　なばたとしたか　　10回
２位「どんぐりむらの
　　　　　　　おまわりさん」
　　　なかやみわ　　　　  8回
３位「かいけつゾロリの
　　　メカメカ大さくせん」
　　　原ゆたか　　　　　  7回
３位「みんなのこびと」
　　　なばたとしたか　　  7回

「コンテナ野菜づくりの教科書」
　　　松井孝　監修／新星出版社

「有機・無農薬でつくる美しいバラ」
　　　小竹幸子　薯／ 成美堂出版

料

料 持

主

主

ス ポ ー ツ 行 事
月　日 行　　　　　事

２２・２３
第６８回国体最終予選（ソフトテニス成年）
９：００～／総合運動公園

２３

平成２５年度地区別町別男子ソフトボール大会
９：００～／総合運動公園
第８回市スポーツ少年団交流体育祭
８：３０～／市立総合体育館

２８
第１５回体力つくりゲートボール大会
８：００～／総合運動公園

７／６

西日本最強ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館
三観地区中学校総合体育大会ソフトテニス競技
　　　　　　　　　　　　　　（女子団体の部）
８：３０～／総合運動公園

６・１３
三観地区中学校総合体育大会サッカー競技
９：００～／総合運動公園

６・１３・１４
三観地区中学校総合体育大会野球競技
８：４０～／総合運動公園ほか１会場

７
第４０回県下少年少女バレーボール普及強化大会
８：３０～／市立総合体育館ほか２会場

１３
三観地区中学校総合体育大会ソフトテニス競技
　　　　　　　　　　　　　　（女子個人の部）
８：３０～／総合運動公園



　同
人
事
課

　
　
　
　☎

５２

−

３
３
６
６

７
月
６
日
、
１０
月
５
日
、
１１

月
２３
日
、
１２
月
７
日
、
１
月

１１
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午

バ
イ
オ
実
験
、
讃
岐
の
味
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

お
正
月
用
寄
せ
植
え
、
手
打

ち
う
ど
ん

香
川
県
立
笠
田
高
等
学
校

市
内
・
三
豊
市
内
在
住
で
、

５
回
と
も
受
講
で
き
る
人

約
７
千
円
（
材
料
費
）

６
月
３
日
（
月
）
か
ら
定
員
３０

人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　同
校

　☎
６２

−

３
３
４
５

６
月
１２
日
（
水
）
～
１４
日
（
金
）

　午
後
１
時
～
午
後
４
時

６
月
１１
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

笠
田
高
校
開
放
講
座

暮
ら
し
い
き
い
き
講
座

６
月
２１
日
（
金
）
午
前
９
時
３０

分
～
午
前
１１
時
３０
分

体
験
学
習
や
授
業
参
観

事
前
に
連
絡
が
必
要

同
校

　
　☎

２５

−
１
７
７
５

６
月
１５
日
（
土
）
午
前
８
時
４０

分
～
午
後
零
時
３０
分

授
業
見
学
な
ど

同
校

☎
０
８
７

−

８
６
５

−

４
４
９
２

　観
音
寺
警
察
署
で
は
、
外
国

人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
や
不

法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に
取

り
組
み
、
防
犯
・
交
通
安
全
指

導
や
、
不
法
滞
在
等
の
悪
質
な

外
国
人
の
取
り
締
ま
り
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
外
国
人
を
雇
用

す
る
と
き
は
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー

ト
等
で
在
留
資
格
や
在
留
期
間

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　
　☎

２５

−

０
１
１
０
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情
報

掲
示
板

病
気
と
障
害
を
理
解
す
る
／

交
流
会
・
情
報
交
換

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

初
め
て
の
人
は
事
前
に
連
絡

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

対
策
課

　☎
２５

−

２
０
５
２

　自
動
車
事
故
で
死
亡
し
た
人

の
満
１６
歳
未
満
の
子
ど
も
が
加

入
で
き
ま
す
。
加
入
年
齢
に
応

じ
た
拠
出
金
を
払
い
込
む
こ
と

で
、
満
１９
歳
に
達
し
た
月
ま
で
、

年
齢
に
応
じ
た
育
成
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児

等
育
成
基
金

☎
０
１
２
０

−
１
６

−

３
６
１
１

　保
護
者
が
道
路
上
の
交
通
事

故
が
原
因
で
死
亡
し
た
り
、
重

い
後
遺
障
が
い
で
働
け
な
く
な

っ
た
り
し
た
た
め
、
経
済
的
に

修
学
が
困
難
な
高
等
学
校
以
上

の
生
徒
や
学
生
に
、
奨
学
金
を

貸
与
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育

英
会

☎
０
１
２
０

−

５
２
１
２
８
６

６
月
５
日
（
水
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

本
人
が
持
つ
強
さ
や
力
、
成

功
体
験
を
尊
重
し
て
関
わ
る

こ
と
を
学
ぶ

個
別
相
談
（
要
予
約
）

子
ど
も
が
１５
歳
以
上
で
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
で
悩
む

家
族
な
ど

初
め
て
の
人
は
事
前
に
連
絡

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

対
策
課

　☎
２５

−
２
０
５
２

６
月
１２
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

　６
月
１
日
か
ら
１０
日
は
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
で
す
。
電
波
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ

う
。　総

務
省
四
国
総
合
通
信
局

　☎
０
８
９

−

９
３
６

−

５
０
５
５

　
　
　
　９
月
８
日
（
日
）

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

／
一
般
職
試
験
（
社
会
人
試

験
（
係
員
級
））
／
税
務
職
員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
６
月
２４

日
（
月
）
～
７
月
３
日
（
水
）

郵
送
ま
た
は
持
参
＝
６
月
２４

日
（
月
）
～
２８
日
（
金
）

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji.g
o
.jp

/

sa
iy

o
/sa

iy
o
.h

tm

　
　
　
　６
月
２９
日
（
土
）

６
月
１７
日
（
月
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

他
の
職
種
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

　
　
　
小
学
部
体
験
入
学

外
国
人
の
不
法
滞
在
・

不
法
就
労
防
止
に
協
力
を

県
立
聾
学
校
学
校
開
放
日

電
波
の
利
用
は

　
　
ル
ー
ル
を
守
っ
て

国
家
公
務
員

平
成
２５
年
度
採
用
試
験

三
豊
総
合
病
院
企
業
団

　
看
護
師
第
一
次
募
集

就
農
相
談

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

　
　
　
　
　
親
の
集
い

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

統
合
失
調
症
の
家
族
教
室

交
通
遺
児
育
成
基
金

交
通
遺
児
育
英
会

　
　
　
奨
学
生
の
募
集

お
知
ら
せ

相
　談

募
　集

問合先申込受付期間料金料 注意注持参物持

一
次
試
験

一
次
試
験

料
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日時 場所 講師内容 対象 募集人数

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１２日（水）・２６日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　１９日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 ５日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　５月３１日（金）午前１０時

～午後３時　ふれあい文化センター／大野原　５月３１日

（金）午前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／

豊浜　 １１日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１２日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　６日（木）・２０日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ６日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　９日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　５日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　 １１日（火）・２５日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ４日（火）・１８日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ６日（木）・２０日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　４日（火）

・１８日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

５日（水）午前１０時～午後 4 時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　２１日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所
に
触
れ
な
い
よ
う
管
理
す
る

平
成
２５
年
度

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

あ
な
た
こ
そ

　

　無
事
故
を
担
う

　司
令
塔

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

4
30

火
災

救
急

８
６
５
件

６
件

　

　　
火
災

救
急

　危
険
物
に
は
、
高
圧
ガ
ス
や

火
薬
類
、
毒
物
、
劇
物
、
放
射

性
物
質
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
家
庭
で

使
う
天
ぷ
ら
油
や
ス
プ
レ
ー
製

品
な
ど
は
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
が
、
取
り
扱
い
を
誤

る
と
、
非
常
に
危
険
で
大
き
な

事
故
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　貯
蔵
や
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○

火
気
の
周
囲
で
、
危
険
物
の

取
り
扱
い
は
絶
対
に
し
な
い

○

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
を
購
入
す

る
と
き
は
、
決
め
ら
れ
た
運

搬
容
器
に
入
れ
る

○

危
険
物
を
貯
蔵
す
る
と
き
は
、

子
ど
も
や
外
部
の
人
が
容
易

危
険
物
安
全
週
間

　
　
６
月
２
日
～
８
日

４月１日～３０日（敬称略）

香典返し

原 町

流 岡 町

豊浜町姫浜

高 松 市

豊浜町箕浦

豊浜町箕浦

豊浜町姫浜

中田井町

室 本 町

大矢　芳一＝

石原　正人＝

岡田　義行＝

近藤　純子＝

多田　憲治＝

土田　　武＝

合田　敦子＝

藤村　育雄＝

高田宏一郎＝

石川美千子＝

大西　光範＝

㈱讃岐物産

請川　高善＝

大野原町大野原

柞 田 町

木之郷町

チャイルドシート寄付

一般寄付
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１０カ月児相談

13:15～13:45

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

10 カ月児相談

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:15 ～ 13:45
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今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

63,497 
30,520 

24,236  
32,977  

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

岩
いわ

倉
くら

塚
づか

古墳②（大野原町）観音寺市の
　古墳文化

５月１日現在
外国人を含む

６

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

　岩倉塚の横穴式石室は玄室の

一部や羨
せん

道
どう

部
ぶ

が大きく破壊され

ていますが、その石室の規模は

母神山古墳群の鑵
かん

子
す

塚
づか

とほぼ同

規模と考えられ、県内でも屈指

の石室規模を誇ります。大野原

三大古墳（椀
わん

貸
かし

塚
づか

、角
かく

塚
づか

、平
ひら

塚
づか

）

に岩倉塚を加えて四大古墳とし

てもよいかもしれません。

（次号につづく）

▲岩倉塚古墳

生涯学習課文化振興係

☎２３−３９４３

６月の納税

市民税・県民税（１期・全期）
納期限　７月１日（月）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。
　　　　　　　税務課　☎２３－３９２２

高室医院

ウキタ歯科医院

ナショナル調剤薬局

ケイ・アイ薬局

宮崎内科医院

さいとう歯科医院

石川薬局

ひまわり調剤薬局三豊

高屋町　☎25−8311

観音寺町（大和）☎23−3123

高屋町　☎56−0012

豊浜町　☎52−1818

観音寺町（大和）☎25−1280

粟井町　☎27−9328

観音寺町（柳）☎25−3884

豊浜町　☎52−5100

小林整形外科医院

三宅歯科医院

快生堂くにた調剤薬局

姫浜調剤薬局

羽崎病院

久保歯科医院

そうごう薬局観音寺店

第健調剤薬局

柞田町　☎25−7311

山本町　☎63−8500

柞田町　☎24−1339

豊浜町　☎52−1733

栄町　　☎25−3382

豊浜町　☎52−2009

栄町　　☎25−6551

豊浜町　☎56−3477

医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

中央クリニック

小川歯科医院

フジヤ中央調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

観音寺町（中央）☎25−0755

大野原町☎54−5118

観音寺町（中央）☎57−6800

豊浜町　☎56−3260

医

歯

薬

育児相談

のびのび教室

パパママ教室

３世代ふれあい体操

歯と口の健康週間まつり

保

保

いき

いき

はつらつ会

もぐもぐレッスン

はつらつ会

筋力つけんな～教室

はつらつ会

３歳児健診

ゆう酸素リフレッシュ体操

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:00 ～ 15:30

13:00 ～ 16:00

いき

いき

いき

いき

はつらつ会

筋力つけんな～教室

健康栄養相談

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:00

育児相談
ふれあい広場
あぶあぶひろば
さわやか栄養教室
３歳児健診

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 12:30

13:30 ～ 14:15

ふれ

ふれあい広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ぴよぴよクラブ

元気なのぅ（脳）～教室
9:30 ～ 11:30

14:00 ～ 15:30

ふれ

（大野原町・豊浜町　
Ｈ 24 年 8 月・9 月生まれ）

（大野原町・豊浜町　
Ｈ 21 年 11月・12 月生まれ）

ふれあい広場

あぶあぶひろば

1歳6カ月児健診

ふれあい広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

14:00 ～ 15:30

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

高

高

高

高

保

（ 旧 観 音 寺市Ｈ 23 年　　　
　10 月 26 日～ 11月 30 日生まれ）

（旧観音寺市 H21 年１１月生まれ）

（H24 年１2 月生まれ）

（旧観音寺市 H24 年 8 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

  茶話会

のびのび教室

いき

いき

いき

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

骨密度測定

ぴよぴよクラブ

健康相談

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

いき

いき いき
9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

いき

いき

9:30～11:00

13:30～15:00

9：00～11：30

10：00～11：00

9：00～11：30

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな～教室

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ25 年 3月生まれ）

保

保

豊福

豊福

豊福

共福

要予約

医
歯

薬
伊

伊

競

競

高
保
いき
ふれ

共福
大中

大中

柞小

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
大野原中央集会場
競輪場
高室公民館
伊吹公民館
柞田小学校体育館

愛育会行事

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福

柞小

共福

愛 保

愛


